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題

名 
ウォッチドッグ・タイマの制限事項について 情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

RL78/G11, RL78/G12, RL78/G13, RL78/G14, 
RL78/G1A, RL78/G1C, RL78/G1D, RL78/G1E, 
RL78/G1F, RL78/G1G, RL78/G1H,  
RL78/L12, RL78/L13, RL78/L1A, RL78/L1C 
RL78/I1A, RL78/I1B, RL78/I1C, RL78/I1D, 
RL78/I1E  

対象ロット等

関連資料
適用製品のユーザーズマニュアル 
ハードウェア編 全ロット 

 

 上記適用製品において、ウォッチドッグ・タイマのウィンドウ機能を使用する場合に制限事項がございます。 

 

1. ウォッチドッグ・タイマ ウィンドウ機能制限事項について 

 ウィンドウ・オープン期間を 75％、かつウォッチドッグ・タイマのカウンタが 50%となるタイミングで ウォッチドッグ･タイ

マのカウンタクリア命令（WDTE レジスタに ACH 書き込み）を行うと、ウォッチドッグ･タイマのカウンタクリアとならず、

リセットが発生する場合があります。 

 

  本制限事項は、以下の発生条件（1）～（4）がすべて成立した場合に対象となります。 

（1）ウォッチドッグ・タイマのカウンタ動作が “動作許可”（WDTON= 1） 

（2）ウォッチドッグ・タイマのカウンタ動作制御（HALT/STOP/SNOOZE モード時）が “カウンタ動作許可”（WDSTBYON= 1） 

（3）ウォッチドッグ・タイマのウィンドウ・オープン期間が “75%” （WINDOW1, WINDOW0 = 10B） 

（4）ウォッチドッグ・タイマ動作開始後、カウンタ値がオーバフロー時間の 50% のタイミング（表 1 参照）でカウンタを 

  クリアする場合がある（WDTE レジスタに ACH を書き込む） 

 

注意. WDTON, WDSTBYON, WINDOW1, WINDOW0 の各ビットはユーザ･オプション･バイト（000C0H）のビットです。 

 

表 1. ウォッチドッグ・タイマのオーバフロー時間の設定とカウンタ値が 50% の期間 

オーバフロー時間の設定 ウォッチドッグ･タイマの 

オーバフロー時間 
カウンタ値が 50% の期間 

WDCS2 WDCS1 WDCS0 

0 0 0 26/fWDT 1.85ms ~ 2.51ms 

0 0 1 27/fWDT 3.71ms ~ 5.02ms 

0 1 0 28/fWDT 7.42ms ~ 10.04ms 

0 1 1 29/fWDT 14.84ms ~ 20.08ms 

1 0 0 211/fWDT 59.36ms ~ 80.32ms 

1 0 1 213/fWDT 237.44ms ~ 321.26ms 

1 1 0 214/fWDT 474.89ms ~ 642.51ms 

1 1 1 216/fWDT 1899.59ms ~ 2570.04ms 

備考. fWDT = fIL（低速オンチップ・オシレータ発振周波数）= 15kHz ±15%
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【制限事項の対象判定フロー】 

ウォッチドッグ・タイマのご使用方法による制限事項の対象判定フローを図 1 に示します。 

図 1. ウォッチドッグ・タイマのご使用方法による制限事項の対象判定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 対策 

 以下のいずれかの対策を適用してください。 

 対策 1. ウォッチドッグ・タイマのウィンドウ・オープン期間を “50%” または “100%” の条件で使用してください。 

    ユーザ・オプション・バイト（000C0H）のビット 6, 5（WINDOW1, WINDOW0）を 01B（50%）または 11B（100%） 

    としてご使用ください。 

 対策 2. ウィンドウ・オープン期間を “75%”（WINDOW1, WINDOW0 ビットが 10B）で使用する場合は、表 1 で示す 

    「カウンタ値が 50% の期間」の範囲外でカウンタをクリア（WDTE レジスタに ACH を書き込む）してください。 

 

備考 

 ブート・スワップを使用するときは、ユーザ・オプション・バイト（000C0H）に設定する値と同じ値を 010C0H に設定 

してください。 

 

3. 適用製品型名 

 表 2 に適用製品の製品グループと製品型名を示します。 

表 2.適用製品の製品グループ名と製品型名 

製品グループ 製品型名 
RL78/G11 R5F105xxx 
RL78/G12 R5F102xxx, R5F103xxx 
RL78/G13 R5F100xxx, R5F101xxx 
RL78/G14 R5F104xxx 
RL78/G1A R5F10Exxx 
RL78/G1C R5F10Jxxx, R5F10Kxxx 
RL78/G1D R5F11Axxx 
RL78/G1E R5F112xxx 
RL78/G1F R5F11Bxxx 
RL78/G1G R5F11Exxx 
RL78/G1H R5F11Fxxx 
RL78/L12 R5F10Rxxx 
RL78/L13 R5F10Wxxx 
RL78/L1A R5F11Mxxx 
RL78/L1C R5F110xxx, R5F111xxx 
RL78/I1A R5F107xxx 
RL78/I1B R5F10Mxxx 
RL78/I1C R5F10Nxxx 
RL78/I1D R5F117xxx 
RL78/I1E R5F11Cxxx 

 

(A) ウォッチドッグ・タイマを使用していますか？ 

［WDTON = 1？］ 

ウォッチドッグ・タイマ未使用時は非該当 

(B) HALT/STOP/SNOOZE モード時にカウント動作を継続しますか？ 

［WDSTBYON = 1？］ 

カウント動作停止の場合、ウィンドウ・オープン期間は 100%となるため

非該当 

(C) ウィンドウ・オープン期間が 75%ですか？ 

［WINDOW[1:0] = 10B？］ 

ウィンドウ・オープン期間が 50%/100%の場合、カウンタが 50%のタイミ

ングでカウンタクリアを行っても本事象は発生しないため非該当。 

(D) ウォッチドッグ・タイマのカウンタが 50%のタイミング（表 1）でカウン

タクリアを実施していますか？ 

［50%タイミングでカウンタクリア（WDTE = ACH）を実施？］ 

50%タイミングでカウンタクリアを行わない場合は非該当 
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